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学校応援団の取り組み
「学校応援団」とは、保護者や地域住民がボランティアとして
学習活動や環境整備など、協力・支援を行う活動組織です。

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の

　
　
　

絆
を
育
む
学
校
応
援
団

川
本
南
小
学
校

　

本
校
の
学
校
応
援
団
の
組
織

は
、
二
名
の
学
校
応
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、

「
学
習
活
動
」「
安
心
安
全
」「
環

境
整
備
」「
体
験
活
動
」「
学
校
美

化
」の
五
つ
の
支
援
部
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
部
長
さ
ん
が
お
り
、
学
習
活

動
支
援
部
は
学
年
ご
と
の
支
援

班
に
分
か
れ
、
中
心
と
な
る
班

長
さ
ん
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
五
年
生
が
取
り
組
む

「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」は
、
本
校
の

特
色
の
一
つ
で
す
。
学
校
応
援

団
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
下「
籾
ふ
り
」か
ら
始
ま
り

「
田
植
え
」「
写
真
撮
影
」「
稲
刈

り
」「
収
穫
祭
」と
一
連
の
流
れ

を
体
験
し
ま
す
。
ま
た
、
収
穫

さ
れ
た
餅
米
の
一
部
を
岩
手
県

の
田
野
畑
小
学
校
に
届
け
た
り

「
収
穫
祭
」に
臼
と
杵
を
使
っ
て

つ
い
た
餅
を
全
校
で
食
べ
た
り

す
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他「
重
忠
節
」や「
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」の
ご
指
導
や

登
下
校
の
見
守
り
活
動
、
環
境

整
備
、読
み
聞
か
せ
、昔
遊
び
、

野
菜
作
り
等
、
多
大
な
る
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
が
か
り

で
育
め
る
よ
う
に
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
絆
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

重忠節の練習

H30年度・田んぼアート

［編集責任者］ 議長　清水　健一

　令和元年深谷市議会第１回定例会後の議会だよりの発行です。4年
に一度の改選後で編集委員会のメンバーも新たな体制となりました。
今後も、読者である市民の皆さまが、議会を身近に感じていただき、
楽しんでいただける記事となるよう、わかりやすい表現や文章を補完
する写真にも力を入れて参ります。そして今、深谷市には渋沢栄一翁
の一万円札刷新等、大きな追い風が吹いています。是非ともこの風に
乗り、議会の活動も前進して行きたいと考えております。また、9月
よりラグビーワールドカップ 2019が熊谷市で開催されます。成功に
向け、皆さまのご支援、ご協力を併せてよろしくお願いいたします。

福島　秀樹

編 集 後 記

（深谷市観光協会写真コンクール入賞作品）

夏の日の思い出
　江戸時代に創業したという七ツ梅酒造。
酒蔵が生まれ変わり、コミュニティスペース
等として、また映画やドラマのロケ地として
も活用されています。
　昔懐かしい、情緒ある夏の日の１枚でした。

日 月 火 水 木 金 土
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（開会）
議案説明
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議案質疑

6

議案質疑

7

8 9
産業建設
委員会

10
総務
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11
福祉文教
委員会

12
決算特別
委員会

13
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委員会

14

15 16

敬老の日

17
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18 19
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20

一般質問
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22 23
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24
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25 26
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（閉会）

27 28


